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船橋市の紹介

・人口 ６４６,３２２人（令和５年４月）

・救急隊１６隊 ＋ 非常用救急車６台

・令和４年中救急件数 ３９,３４３件

・現場到着所要時間 全国平均 ９分２４秒（令和３年中）

船橋平均１０分３２秒（令和４年中）



救急活動の流れ・通常時

・ １１９通報を受ける

・ 事故内容、場所等を確認して出動する



サイレンを鳴らして緊急走行

・安全運転を心掛けます

・日頃からご協力ありがとうございます



観察・応急処置

・血圧や心電図測定

・酸素投与などの処置

・救急救命士が医師の指示で行う処置



搬送開始！！

・症状に合った病院に受け入れの交渉

・許可が出れば搬送開始



もしも千葉県北西部直下地震が起きたら！

・市広範囲に震度６強

・市南部低地では液状化の危険

・全壊・焼失 １７，３１０棟

・死者数 ７９０人

・重傷者 ８９０人

・軽症者 ３，５７０人

※平成２９・３０年度船橋市防災アセスメント調査（地震被害想定）



救急車を要請したい！！

・通信基地局が被害を受ける。

・広範囲、または長時間の停電の可能性。

・１１９通報が集中し、繋がらない。



救急車が出動できたとしても….

・救急現場に向かう途中で他の現場に遭遇する

・建物倒壊や火災など様々な理由で呼び止められる

・道路が被害を受けて通ることができない



救急現場に到着！！トリアージ！！

・現場には複数の怪我人が！

・救急隊の数にも限りがあります。

・トリアージをして、重症者から搬送開始。

・治療の優先順位が大事。



搬送先病院を見つける

・医療機関に電話をして搬送の許可をもらう。

・通信障害の影響を受けると医療機関への連絡が困難

になる。

・医療機関が被災する可能性もある。



・災害について知って頂くことが大事！
・備えもできます。
・自己防衛しましょう。



災害への備え、できていますか？

・家具の置き方を工夫する。

・食料、飲料などを備蓄する。

・非常用バックを準備しておく。

・常備薬、薬手帳も持ち出せるように。

・避難場所や避難経路、安否確認方法

の確認。



今後も救急活動にご理解ご協力を
よろしくお願いいたします！！


